
 

 

令和３年３月 25 日 

広 域 防 災 局 

 

 

関西圏域における新型コロナウイルス感染症への対応等について 

（第 16 回 関西広域連合 新型コロナウイルス感染症対策本部会議） 

 

【議事】 

 

 ・ 関西圏域における新型コロナウイルス感染症の発生状況等について 

 

 

 ・ 新型コロナウイルス感染症に係る検査・医療体制等について 

 

 

・ 府県市民向け宣言（案）について 

 

 

 

［資 料］ 

 別添１-１ 関西圏域における新型コロナウイルス感染症の発生状況 

 別添１-２ 関西府県の対処方針 

 別添２   新型コロナウイルス感染症に係る検査・医療体制等 

別添３   全国知事会緊急提言等 

別添４   府県市民向け宣言（案） 
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府県 自粛要請・解除の判断基準 府県民への要請 事業主への要請 その他 

大 

阪

府 

大阪モデル 
＜基本的考え方＞ 
○ 感染拡大状況を判断するため、府独自に指標を設定し、日々モニタリング・見える化。 
○ 各指標について、「感染拡大の兆候」と「感染の収束状況」を判断するための基準を設定
し、各基準の状況に応じて、府民に周知する。 

＜モニタリング指標と基準、信号の点灯・消灯基準の考え方＞ 
○ 感染発生状況については各指標を日々モニタリング・見える化し、「警戒（黄色）」「非常事
態（赤色）」の発動の有無にかかわらず、発生状況に応じて病床確保などの取組みを迅速にす
すめる。 

○ 「警戒（黄色）」が点灯しない場合でも、感染発生状況に応じて、府民への注意喚起を行う。 
＜現状＞３月１日よりイエローステージ（警戒）へ移行。 

〔区域〕大阪府全域   〔期間〕3 月 22 日～3 月 31 日 
＜基準＞ 

分析 
事項 

モニタリング指標 府民に対する 
警戒の基準 

府民に対する 
非常事態 
の基準 

府民に対する 
非常事態解除

の基準 

府民に対する 
警戒解除の基準 

(1)市中
での感
染拡大
状況 

①新規陽性者における感染
経路不明者７日間移動平
均前週増加比 

②新規陽性者における感染
経路不明者数７日間移動平均  

①２以上かつ 
②10 人以上 

－  ②10 人未満 

(2)新規
陽性患
者の拡
大状況 

③7 日間合計新規陽性者数 120 人以上かつ 
後半 3 日間で
半数以上 

－  － 

④直近1週間の人口10万人
あたり新規陽性者数 

－ －  0.5 人未満 

(3)病床
のひっ
迫状況 

⑤患者受入重症病床使用率 － 70%以上(｢警戒
(黄色)｣信号が点灯した
日から25日以内) 

７日間連続 
60％未満 

60％未満 

【参考指標】・確定診断検査における陽性率の 7 日間移動平均・新規陽性者における感染経路不明者の割合  

＜府民へのよびかけ＞ 
〔実施内容〕（特措法第 24 条第 9 項に基づく） 
○4 人以下でのマスク会食の徹底 
※家族や乳幼児・子ども、高齢者・障がい者の
介助者などはこの限りではない。 

※疾病等によりマスクの着用が困難な場合など
はこの限りではない。 

○歓送迎会、謝恩会、宴会を伴う花見は控える
こと 

○首都圏（1 都 3 県）との往来を自粛すること 

＜イベントの開催（府主共催を含む）＞ 
【人数上限】5,000 人又は収容定員 50%※以内

(10,000 人以内)のいずれか大きい方
※大声での歓声等がない場合は：100% 

＜施設への休業・営業時間短縮要請＞ 

〔実施期間〕３月 22 日から３月 31 日まで 
〔実施内容〕特措法第 24 条第 9 項に基づく要請 
・営業時間短縮（5 時～21 時）を要請 

ただし、酒類の提供は 20 時 30 分まで 
〔協力依頼〕 
 ・業種別ガイドラインの遵守を徹底 
 ・適切な換気のためＣＯ２センサーを設置 
〔対象施設〕 
【飲食店】 
・飲食店（居酒屋を含む）、喫茶店等（宅配・
テイクアウトサービスを除く） 

【遊興施設】 
・バー、カラオケボックス等で食品衛生法の飲
食店営業許可を受けている店舗 

 

＜要請を踏まえ各団体等に特にお願いした
いこと＞ 
＜経済界へのお願い＞ 
○従業員に対し、4 人以下でのマスク会食の
徹底を求める 

○従業員に対し、歓送迎会、宴会を伴う花見
を控えるよう求める 

○「出勤者数の 7 割削減」をめざすことを含
め、テレワークをより推進する 

 出勤が必要となる職場でもﾛｰﾃｰｼｮﾝ勤務、
時差出勤、自転車通勤などの取組みを推
進する（特措法第 24 条第 9 項に基づく） 

＜大学等へのお願い＞ 
（特措法第 24 条第 9 項に基づく） 
○学生に対し、4 人以下でのマスク会食の徹
底を求める 

○学生に対し、歓送迎会、謝恩会、宴会を伴
う花見を控えるよう求める 

○感染防止と面接授業・遠隔授業の効果的
実施等により学修機会を確保する 

○部活動、課外活動、学生寮における感染防
止策などについて、学生等に注意喚起を
徹底する 

○年度末に向けて行われる行事（卒業式等）
は、人と人との間隔を十分に確保する等、
適切な開催方法を検討する 

 
 
 
 
 
 

兵 

庫 

県 

・緊急事態宣言解除後の次なる波に向けた、社会活動制限についての方向性基準を設定 
・発動内容については、近隣府県の動向、国の方針、地域別状況を踏まえて総合的に判断 
＜現状＞11 月 20 日より、感染拡大特別期へ移行 
     1 月 13 日緊急事態宣言 発出 

2 月 ２日緊急事態宣言 延長 
2 月 28 日緊急事態宣言 解除 

＜基準＞ 
区分 感染小康期 感染警戒期 感染増加期 感染拡大期1 感染拡大期2 感染拡大

特別期 
対応の方向性 予防 警戒 制限強化 制限強化 制限強化 制限強化 

判
断
基
準 

新規陽性者 
(１週間平

均) 

10 人未満 10 人以上 
(警戒基準) 

20 人以上 30 人以上 40 人以上 総合的に

判断 

直近１週間 
の人口 10 万 
人当たりの 
新規感染者 

1.25 人未満 1.25 人以上 2.5 人以上 3.75 人以上 5 人 以 上 

 
 

＜不要不急の外出自粛等＞（特措法第 24 条第 9 項） 
○感染が拡大している地域との不要不急の往来及び感染 

ﾘｽｸの高い施設(業種別ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ等に基づく感染防止策
が徹底されていない飲食店､ｶﾗｵｹ店など)の利用自粛 

○大人数や長時間に及ぶ会食を自粛 
○会食など感染ﾘｽｸの高い施設の利用後は、一定
期間人との接触に注意するなど、家庭内にお
いても「人にうつさない行動」をとる 

○業種別ガイドライン等に基づく感染防止策が
なされていないイベント等への参加を自粛 

○卒業旅行、謝恩会、歓送迎会、花見による宴会などを控える 
＜飲食等＞ 
〇業種別ガイドライン等に基づく感染防止策が
なされていない施設における、大人数での会
食や飲み会を避けること。若者ｸﾞﾙｰﾌﾟについ
ては、特に注意 

○会食は同居家族を除き、１グループ４人以内
とし、長時間の飲食は控え、会話の際は扇子や
マスク等により、飛沫を防止すること 
＜その他＞ 
○５つの場面の注意 
〇感染拡大を予防する「ひょうごｽﾀｲﾙ」の推進 

ﾏｽｸの着用、手洗い、身体的距離の確保、「３密」
の回避等、特に、近距離の会話、移動中の車内でも
ﾏｽｸの着用を徹底 

○毎日の検温実施など、自身の健康管理に留意し、発
熱など症状のある場合には、通勤・通学を含め外出
を控えるとともに、電話で医師に相談 

○暖房を使用する場合でも換気や適度な保湿を行う 
○店舗・施設やｲﾍﾞﾝﾄ等における感染拡大防止を図るため、

ｸﾗｽﾀｰ発生のおそれがある時等に迅速に利用者への注意
喚起情報を提供する「兵庫県新型ｺﾛﾅ追跡ｼｽﾃﾑ」を利用  

○新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ接触確認ｱﾌﾟﾘ「COCOA」を登録 
 

＜施設の使用制限等＞（特措法第 24 条第 9 項） 
〔実施内容〕（3 月 8 日～3 月 31 日まで） 
○業種別ガイドラインを遵守すること（県全域） 
○5～21 時の間の営業、11～20 時 30 分の間の酒
類提供 

〔区域〕神戸市、尼崎市、西宮市、芦屋市 
〔対象施設〕 
【飲食店】 

飲食店(居酒屋を含む)、喫茶店その他設備を設けて客に飲食をさせる
営業が行われている施設(宅配･ﾃｰｸｱｳﾄｻｰﾋﾞｽは除く)

【遊興施設】 
遊興施設(ｷｬﾊﾞﾚｰ､ﾅｲﾄｸﾗﾌﾞ､ﾊﾞｰ､ｶﾗｵｹﾎﾞｯｸｽ等)のうち､食品衛生法上
における飲食店営業許可を受けている店舗
(ﾈｯﾄｶﾌｪ･ﾏﾝｶﾞ喫茶等､宿泊を目的とした利用が相当程度見込まれる施設を除く) 

＜イベントの開催制限等＞（特措法第 24 条第 9 項） 
〔開催の目安〕（3 月 8 日～3 月 31 日まで） 

区分 収容率 人数上限 

大声での歓声・声援

等がないことを前

提としうるもの 

100%以内 

5,000 人以下 

又は 

収容定員の 50% 

以内（≦10,000 人） 

のいずれか大きい方 

大声での歓声・声援

等が想定されるもの 
50%*以内 

＊ 異なるグループ間では座席を 1 座席空け、同一クループ（5 人以内に限
る）内では座席間隔を設けなくともよい（50%を超える場合がある）。 

○参加者が 1,000 人を超えるｲﾍﾞﾝﾄは、県へ事前相談 
＜事業者への感染防止対策等の要請＞ 
○業種別ガイドラインに基づく感染防止策の徹底 
○飲食店に対し、発熱、せき、味覚障害など、少しでも症状  

がある従業員がいる場合の自宅待機及び検査受診 
○飲食店は、ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ、ｱｸﾘﾙ板、ﾃｰﾌﾞﾙ等を利用し、 

利用客が家族や介助者等を除き｢4 人以下の単位｣ 
〇「感染拡大防止宣言ﾎﾟｽﾀｰ」の掲示、「兵庫県
新型ｺﾛﾅ追跡ｼｽﾃﾑ」への登録と、可能な限り QR
ｺｰﾄﾞのﾃｰﾌﾞﾙやｶｳﾝﾀｰなどで掲示 

〇店舗・施設利用者へ「COCOA」の登録を要請 

＜医療機関･社会福祉施設関係者への要請＞ 
○高齢者、障害者など特に支援が必要な
方々の居住や支援に係るすべての関係施
設・事業所について、感染経路の遮断(手
指消毒、マスク着用、換気の徹底)及び感
染防止対策を厳重に徹底した上で事業実
施を要請 

○職員及び関わりのある従業員に対して不
要不急の外出の自粛等の徹底を要請 

〇院内・施設にｳｲﾙｽを持ち込まないため、職
員の行動や健康管理を徹底するととも
に、面会者、委託事業者等に対しても注意
を促す 

○院内・施設内で感染が疑われる事案が発
生した場合は、速やかに管轄健康福祉事
務所・保健所に連絡・協力 

○面会者からの感染を防ぐため、自宅と施
設間でのオンライン面会等を活用し、直
接面会については、緊急の場合を除き中
止することを要請 

○原則、外泊、外出の自粛を要請 
＜事業者・関係団体への要請＞ 
〇感染拡大を予防する｢ひょうごｽﾀｲﾙ｣の推進 
○「出勤者数の７割削減」を目指すことも含
め、在宅勤務(ﾃﾚﾜｰｸ)、TV 会議等の推進 

○関係団体を通じた企業等に対する接触機
会低減等の取組 
ﾛｰﾃｰｼｮﾝ勤務、時差出勤等の取組推進、３
密回避の促進、職場内の換気励行、検温及
びﾏｽｸ着用の徹底、発熱等の風邪症状が見
られる従業員への出勤免除 

【年度末 感染拡大防止の徹底】 
 令和 3 年 3 月 18 日発出 
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府県 自粛要請・解除の判断基準 府県民への要請 事業主への要請 その他 

奈

良

県 

(1)感染者判明の状況等から奈良県のフェーズを判断 
＜現状＞５月 13 日フェーズ 2 へ移行 
＜基準＞ 
ﾌｪｰｽﾞ 感染者発生状況 行動自粛 
ﾌｪｰｽﾞ１ 県内及び近隣地域の新規感染判明

者が増加し、強い行動自粛の要請
が必要な状況 

一般的な外出自粛要請 

ﾌｪｰｽﾞ 2 県内及び近隣地域の新規感染判明
者が低水準で低下傾向 

一般的な外出自粛要請を緩和 
感染リスクの高い場所・集会への訪問自粛を要請 
必要な感染リスク低減配慮を要請 

ﾌｪｰｽﾞ 3 県内及び近隣地域の感染判明者が
ほとんど見られず、新規判明増加
の傾向も発見されない 

外出行動自粛を更に緩和 
必要最低限の感染リスク低減の要請は維持 

(2)３つの段階の判断は、3 つの判断項目について、7 つの判断基準で行う 
［判断項目１ 新規感染判明者の水準］ 
①県内及び大阪での新規感染者数の水準が抑えられているか 
 基準数値：人口 10 万人当たり新規感染判明者数 
ﾌｪｰｽﾞ 2：直近 1 週間で 0.5 人未満     
ﾌｪｰｽﾞ 3：直近 2 週間で 0.1 人未満 

②新規感染判明の段階での感染経路が明確か 
基準数値：直近 1 週間における新規感染判明者に占める感染経路不明者の割合 1/2 未満 

［判断項目２ 県内の感染者への医療・療養体制の安定性］ 
③感染判明者は全て病院や施設で治療・療養ができているか 
基準数値：自宅療養ゼロが維持されているか 

④感染判明者の入院、重症者の受入及び宿泊療養施設の受入の容量に十分な余裕があるか 
基準数値：占有率 50％未満 

［判断項目３ 感染拡大防止体制の充実］ 
⑤感染判明後の感染経路の推定に十分な明確さがあるか 

感染経路推定の分析が感染拡大防止に効果的な程度に達しているか 
⑥新規感染判定の体制（現在は PCR 検査）が整っているか 
⑦感染拡大防止の措置の実効性が十分か 

行動自粛率：各項目の自粛の率が、感染拡大防止に効果的な程度に達しているか 

＜県民のみなさまへのお願い＞ 
〇エチケットを守り、用心して静かに飲食を楽 
 しみましょう。  
〇リスクが高い場所への出入りを控えましょ
う。 

〇家庭内でも「うつらない・うつさない」よう
十分に用心しましょう。 

〇医療関係者や感染された方、その家族などに
対する中傷や差別は、絶対にやめましょう。 

〇感染拡大を防ぎ、あなたと、身近な人の命を
守るため、うつらない・うつさない習慣を徹
底しましょう。 

〔感染予防のための「３つの徹底」〕 
・手洗い、手指消毒の徹底 
・人との間隔は２ｍ（最低１ｍ）空ける、マスク
着用、換気 

・症状がある場合の外出自粛の徹底 
〇接触確認アプリ「COCOA」をインストールし
ましょう。 

＜イベントの開催＞ 
○開催制限の概要 
【収容率要件】 
①大声での歓声・声援等が想定されない 

→100％以内（席がない場合は適切な間隔） 
②大声での歓声・声援等が想定されるもの 

→50％以内（席がない場合は十分な間隔） 
【人数上限】 

①収容人数 10,000 人超→収容人数の 50％ 
②収容人数 10,000 人以下→5,000 人 

※感染リスクを軽減するための各種措置が担保されていること
等が緩和の条件で、それ以外の場合は、従来の目安を原則とする。

※収容率と人数上限でどちらか小さい方を限度（両方の条件を満たす必要がある） 
※異なるｸﾞﾙｰﾌﾟ間では座席を１席空け、同一ｸﾞﾙｰﾌﾟ(５人以内
に限る)内では座席間隔を設けなくともよい。すなわち、
収容率は50％を越える場合がある。 

※その他詳細は、令和 2 年 9 月 11 日付け内閣官房新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ
感染症対策推進室長事務連絡のとおりとする。 

○全国的な人の移動を伴うｲﾍﾞﾝﾄ(ﾌﾟﾛｽﾎﾟｰﾂ等又 
は、参加者が 1,000 人を超えるようなｲﾍﾞﾝﾄ) 
開催を予定する場合は、県に事前相談を行う。 

＜施設の利用＞ 
・入場時等に検温を実施し、発熱等の症状がある
方は利用を控えてもらうようにする。 

・施設の利用前に、施設利用者に接触確認ｱﾌﾟﾘのｲﾝｽﾄｰﾙを
促すこと。また、必要に応じて、施設利用者の連絡先等の
把握をする。 

・施設利用の際には、熱中症等の対策が必要な場合を除き、原則、
ﾏｽｸを着用することを促す。また、消毒や手洗いなど｢新しい生
活様式｣に基づく行動を徹底することを促す。 

・施設利用の際には、入退場時、休憩時間や待合
場所等を含め、三密を作らないよう徹底する。 

・感染拡大予防のための業種別ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ等に則した感染防止策を徹底する。 

【重点的取組】 
○病床・宿泊療養施設を確保し、「自宅療 
養ゼロ」を維持 

○福祉施設のクラスター対策の強化 
○ワクチン接種の円滑な推進 
【我々の心得】 
○県内での感染事例が連続で発生していま
すが、「正しく注意して」 うつらないよう
に行動し、元気に社会・経済活動を行いま
しょう 

○「うつらない」「うつさない」の習慣化 
・「うつらない」対策をその都度説明 
・「うつさない」配慮（職場・家庭）を繰
り返しお願い 

・どのようにうつされたのかを明確にし
ていく 

○拡大防止への対策 
・死亡につながる重症化を防ぐ 
・感染したら、全員隔離してうつさない 
・医療崩壊はさせない 
・感染施設は一定期間閉じる 

○感染者の人権への配慮 
・医療関係者や感染された方等への中傷
や差別は絶対にやめましょう 

和 

歌 

山 

県 

県内および近隣府県の感染状況が一定の基準を上回った場合は、自粛要請ﾚﾍﾞﾙの再引き上げを
含む見直しを行う 
＜基準＞ 

区分 内容 自粛要請 
近隣府県での
発生基準 
 

○新規陽性者数 
40 人以上/日 複数日出現 

県外受入自粛の強化等 
 

和歌山県での
発生基準 
 

①新規陽性者数 
5 人以上/日・複数日出現 

②肺炎患者陽性率 5％以上 
③新規感染陽性率 5％以上 
④病床使用率 50％以上 
 

不要不急の外出自粛 
営業自体の自粛等 
 

※①、②、③、④の全て 
※②、③は７日間移動平均 
※④は紀北と紀南のいずれか 

＜県民の皆様へのお願い＞（3/19） 
◯特に感染が拡大している地域に出かける際
は、基本的な感染症対策(ﾏｽｸ着用、手洗いな
ど)を心がけるとともに、会食や接待を伴う
飲食は控える 

◯友人や知人との夜遅くまで長時間、集団で会
食をし、そのまま友人の部屋に宿泊するよう
な行動は控える 

◯感染によって重症化しやすい高齢者は、ﾏｽｸ
を着用しないまま長時間の接触機会や感染症
対策がしっかりと取られていない催しへの参
加を控える 

◯軽微な症状であっても放置することなく、通
勤通学を控えて直ちにかかりつけ医等地域の
身近な医療機関に電話相談を。かかりつけ医
等がない場合は受診相談窓口へ 

◯濃厚接触者が１回目の PCR 検査で陰性となっ
ても、２週間の経過観察中に陽性になったｹｰ
ｽもあるため、濃厚接触者は経過観察中は必
ず自宅待機を行い、人との接触を避ける 

〇埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県への不要
不急の外出は控える 
※期間：３月２２日以降、各都県が都県民へ
不要不急の外出の自粛を要請している期間 

※出張等で出かける場合は、基本的な感染症
対策を徹底してください 

＜事業所へのお願い＞ 
◯従業員の発熱等のﾁｪｯｸをし、症状がある場合
は業務に従事させず、ｸﾘﾆｯｸの受診をすすめ
るなど、適切な対応を 

◯全ての業界、事業所でｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの遵守とﾎﾟｽﾀ
ｰ(関西広域連合啓発ﾎﾟｽﾀｰ)掲示をする  

◯職場内でもﾏｽｸの着用を徹底する 
◯在宅勤務（ﾃﾚﾜｰｸ）や時差出勤、自転車通勤
など、人との接触を低減する取組をすすめる  

＜ｲﾍﾞﾝﾄ開催自粛の考え方＞ 
◯必要な感染防止策が担保される場合は緩和す
ることとし、２月末まで、次の収容率と人数
上限でどちらか小さいほうを限度とする。そ
れ以外の場合は、従前の目安を原則とする 

【収容率要件】 
①大声での歓声・声援等がないことを前提とす
るｲﾍﾞﾝﾄ(ｸﾗｼｯｸ音楽ｺﾝｻｰﾄ等)100%以内 

②大声での歓声・声援等が想定されるｲﾍﾞﾝﾄ(ﾛｯ
ｸｺﾝｻｰﾄ､ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ等）50％以内 

※異なるｸﾞﾙｰﾌﾟ間では座席を１席空け、同一ｸﾞ
ﾙｰﾌﾟ(５人以内に限る)内では座席間隔を設け
なくともよい 

【人数上限】  
①収容人数 10,000 人超→収容人数の 50% 
②収容人数 10,000 人以下→5,000 人 

※令和２年９月 11 日付け内閣官房ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感
染症対策推進室長事務連絡「11 月までの催
物の開催制限等について」に準ずる 

＜医療機関や福祉施設へのお願い＞ 
◯医療機関や福祉施設の職員は、ｳｲﾙｽを持
ち込むことがないよう当面の間、感染ﾘｽ
ｸの高い長時間の飲酒を伴う家族以外と
の会食等を控える 

◯病院や福祉施設等の職員は、施設内へ感染
の持ち込みが発生しないよう特に注意を 
訪問介護や通所ｻｰﾋﾞｽの職員やｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ
も含め、自身の感染症対策をより徹底す
るとともに、事業所においても発熱など
のﾁｪｯｸを実施するなど、健康観察のさら
なる徹底を 

◯感染拡大防止には早期発見が重要である
ことから、ｸﾘﾆｯｸで感染者を発見しても
らうｼｽﾃﾑを構築。医療機関、特にｸﾘﾆｯｸ
は、軽微な症状でも、まずは新型ｺﾛﾅｳｲﾙ
ｽ感染症を疑い、速やかに検査を実施す
るなど患者の早期発見を 

 
＜全体への呼びかけ＞ 
◯厚生労働省「接触確認アプリ(COCOA)」を活用 
◯人権への配慮(ｺﾛﾅ差別相談ﾀﾞｲﾔﾙ) 
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府県 自粛要請・解除の判断基準 府県民への要請 事業主への要請 その他 

鳥

取

県 

＜鳥取県版新型ｺﾛﾅ警報＞ 
10 月 13 日、全国でも最も厳しい水準は維持しつつ、本県の医療提供体制を踏まえ、社会・
経済活動との両立を図る見直しを行った。 

＜現状＞発令なし 
＜基準＞ 

区 分 注意報 警報 特別警報 

判
断
指
標 

①新規陽性患
者数 

東部 １人/週、中部 １人/
週、西部 １人/週 

東部 ３人/週、中部 ２人/週、西部 ３人/週 

②現時点確保
病床稼働率 

－ 圏域ごとに稼働率 15％超 圏域ごとに稼働率 50％超 

運
用 

発令 圏域単位で発令 

発令期間 
始期：①の基準に達した日 
終期：②の基準を下回った日 

始期：①②がいずれも基準に達した日 
終期：①②がいずれも基準を下回った日 

解除 ①の基準を下回った日の翌日 
①②がいずれも基準を下回った日の翌日 
（警報、注意報の要件を満たしている場合はそちらに移行） 

活
動
制
限 

外出・ｲﾍﾞﾝ
ﾄ・施設 

○感染拡大を予防する事項
の呼びかけを強化 
・手洗い励行、ﾏｽｸ着用 
・換気の徹底 
・施設内の消毒 

○クラスター発生施設に関係する
箇所､３密な場所 

○状況に応じて不要不急の外出自
粛を要請 

○生活維持に必要なものを除
く外出自粛を要請 

○市中感染が拡がった場合、比較的規模の大きなイベント等か
ら順次制限 

○必要性があると認められる業務や施設に限って要請 

学校 
○感染者の学校休業の検討
が基本 

〇感染者の学校休業の検討が基本 
○市中感染の拡がり状況を勘案し、

必要に応じて感染リスクの高い教
育活動の制限、分散登校、休業 等 

○市中感染の拡がり状況を勘案
し、必要に応じて該当の圏域
又は全県での教育活動の制
限、分散登校、休業 等 

医
療
強
化 

保健所 ○疫学調査応援職員を派遣 ○疫学調査応援職員を派遣 ○相談ｾﾝﾀｰ応援職員を派遣 等 

医療・福祉 
○施設内感染対策の確認 
〇病床確保の準備  等 

○施設内感染対策の徹底 
○必要物資の送付、空床確保  等 

○病床・人工呼吸器 緊急調達 
○施設への医療人材の派遣 等 

要請の法的根拠等 協力依頼 等 
県クラスター対策条例、特措法第
24 条第 9項による要請 等 

県クラスター対策条例による
要請、特措法第 45 条も発動 等 

※クラスター発生などで、特定の市町村内で感染拡大が特に懸念される場合、専門家の意見を伺った上で当該市町村

に限定して警報を発令（12/28 県対策本部会議で決定） 
※警報発令期間の終期を「①②がいずれも基準を下回った日」に修正（1/8 県対策本部会議で決定） 

＜県民の皆様へのお願い＞ 
～ご自身と大切な人と地域を守ろう！会食・三密に注意！～ 
○県のウェブページなどから正確な情報を確認し、不確かな情報に惑
わされることなく、冷静な行動をとって下さい。 

○身近なところで感染する可能性もあり、十分
注意。親しい間柄であっても、ﾏｽｸを外す瞬
間をｳｲﾙｽが狙っている。引き続き｢三つの密｣
を避け、人との感染防止距離(概ね 2m)を取
る、距離が取れない場合のﾏｽｸの着用、こま
めな手洗い･換気などの感染予防に十分注
意。特にﾘｽｸの高い高齢者、基礎疾患のある
方や妊婦と会われる際は、特に注意。 

 ・帰宅後や何かを口に入れる前後(喫煙も含めて)の手洗いを徹底  
 ・人と会話する際や距離が近い場合のマスクの着用を徹底  
 ・倦怠感やのどの違和感、発熱、味覚・嗅覚など多少の違和感を自覚 

した場合、親しい人であっても人と接触する際にはﾏｽｸを着ける、人との会食はさける。  
○今一度予定を見直して、感染流行厳重警戒地
域への不要不急の往来は控えてください。ま
た、感染流行警戒地域への不要不急の往来に
ついては慎重にご判断ください。 

○倦怠感、のどの違和感、発熱、味覚・嗅覚異常など少し
でも違和感を自覚した場合には出歩かず、まず、事前に
かかりつけ医に連絡。相談先に迷う場合は｢受診相談ｾﾝﾀ
ｰ｣に、接触が心配な場合は｢接触者等相談ｾﾝﾀｰ｣に相談。 

○お店を利用の際は、「新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染予防対策協賛店」、
「新型コロナ対策認証事業所」(ガイドライン
に基づき感染拡大予防対策に取組んでいるとし
て県が認証した事業所)の積極的な活用を。 

○ご自身の予防と感染拡大防止のため、接触確認ｱﾌﾟﾘ｢COCOA｣や
｢とっとり新型ｺﾛﾅ対策安心登録ｼｽﾃﾑ｣等の活用を。

○患者治療に当たる医療従事者やその家族など
に対し、誤解や偏見に基づく差別をなくし、
新型ｺﾛﾅに立ち向かっている患者、医療従事
者の皆さまをみんなで応援しましょう。 

＜事業者の皆様へ＞ 
・事業者の皆様は、業種別ガイドラインの遵守
を徹底した上で、大切なお客様とお店・従業
員を守るため、感染予防対策を十分に実施。 

・「とっとり新型ｺﾛﾅ対策安心登録ｼｽﾃﾑ」や厚生
労働省「接触確認アプリ(COCOA)」を活用。 

＜イベント開催要件＞（9/19～当面４月末） 
県版ガイドラインの遵守を前提に以下のとお
りとする。 

【収容率要件】 
①歓声・声援等が想定されないもの 
席がある場合：収容率 100％以内 
席がない場合：人と人が接触しない程度の間隔 

②歓声・声援等が想定されるもの 
席がある場合：収容率 50％以内 
席がない場合：十分な人と人との間隔(1m) 

※全国的・広域的な人の移動が見込まれる祭り等については、
ｸﾗｽﾀｰ対策が困難であることから、中止を含めて慎重に判断。
【人数上限】 

①収容人数 1 万人超⇒収容人数の 50％ 
②収容人数 1 万人以下 ⇒5,000 人 
（注）収容率と人数上限のどちらか小さい方

を限度（両方の条件を満たす必要） 
※現時点確保病床占有率が 25％以上になった場
合は、9 月 16 日以前の基準に戻すこととする。 

（9 月 16 日までの基準） 
感染防止策を徹底して次の基準で実施。 

【屋内】5,000 人以下かつ収容定員の 50％以下の参加人数  
【屋外】5,000 人以下かつ人との間隔を十分確保（概ね２ｍ） 
○イベント開催申出制度 

定員50%超又は1,000人超、全国的ｲﾍﾞﾝﾄを開催
する場合、1箇月前までに申出書提出が必要。 

○県主催イベントについては、緊急事態宣言の期間
中、緊急事態宣言対象地域をはじめ、感染拡大地域
からの参加が見込まれるイベントや当該地域で開
催するイベントで、リモートやオンラインによる工
夫ができないものついては、原則延期・中止。 

【県版ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ策定】 
○業種別ガイドライン 

飲食店、宿泊施設、接待を伴う飲食店、
理容所、美容所、クリーニング取次所、
公衆浴場、スポーツジム、ライブハウ
ス、公演イベント、スポーツイベント、
販売促進イベント、観光土産品販売店、
体験型小売業、会社寮 

○学校寮における新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策
ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 

○部活動(運動部･文化部)における新型ｺﾛﾅ
ｳｲﾙｽ感染症対策ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 

○登山・海水浴場におけるガイドライン 
 
【感染拡大防止クラスター対策等条例】 
（8 月臨時議会議決、令和 2 年 9 月 1 日施
行） 
県民及び事業者が一丸となって新型コロ
ナウイルス感染症の克服に取り組む。 

（詳細は省略） 
 
【新型コロナウイルスに関する差別的扱い
や誹謗中傷から陽性者等を守る共同行動
宣言】（令和 2 年 9 月 10 日 鳥取県、
鳥取県弁護士会、鳥取県警察本部及び鳥
取地方法務局） 
互いに連携して、患者や家族など新型コ
ロナウイルスと闘う方々への差別的扱い
や誹謗中傷を防ぐとともに、寄り添って
支援する取組を進める。 

 
【中国地方知事会メッセージ】 
○１都３県で緊急事態宣言が発出されるこ
とを踏まえ、中国地方知事会でも感染拡
大防止の行動を呼びかけるメッセージを
発信。（1/7） 

徳

島

県 

「とくしまアラート」の発動基準 
＜現状＞9 月 18 日「とくしまアラート」を全県域で解除 
＜基準＞ 

区分 
①感染観察  ②感染拡大注意  ③特定警戒 

 注意 強化 漸増 急増 

基本方針 

早期発見、封じ込めで感

染拡大防止を図る 

必要に応じ、特措

法第24条 9項によ

る感染拡大防止を

図る 

特措法第 24条

９項によるさ

なる感染拡大

防止を図る 

国の指定を受け、特

措法第 45 条等によ

る強制性のある取

組を実施する 

発
動
基
準 

直近 1 週間の累積 

新規感染者数 ― 
５人 
以上 

10 人 
以上 

30 人以上 100 人以上 170 人以上 

直近 1 週間の累積 

感染経路不明者割合 
― 50％ 50％ 50％ 50％ 

病床の

ひっ迫

具合 

病床全

体 

― 

 
― ― 

最大確保病状の占有率 
１／５以上 

現時点の確保病床数の占有率 
１／４以上 

最大確保病状の
占有率 

１／２以上 

うち重

症者病

状 

― 

 
― ― 

最大確保病状の占有率 
１／５以上 

現時点の確保病床数の占有率 
１／４以上 

最大確保病状の
占有率 

１／２以上 

療養者数 ― ― ― ― 100 人以上 170 人以上 

PCR 陽性率 ― ― ― ― 10％  

解除の判断基準 ― 発動１週間経過後、状況及び発動基準を照らし合わせて判断 
 

＜県民への呼びかけ＞ 
気を引き締めて感染防止対策の徹底を 
基本的な感染予防の徹底（３密回避 等） 
・３密回避・マスク着用・咳チケット・手洗い 

手指消毒・大声をださない 
・店舗を利用する際は、「ガイドライン実践状
況」を確認！ 
⇒感染者の多い「若年層」、中でも感染リス
クの高い行動を取る対象者に向けた効果的
な情報発信 
感染拡大防止の主役として、高齢者等のみ
ならず、自分自身のいのちを守ることにつ
ながるというメッセージ 

○COCOA 及び「とくしまコロナお知らせシステム」の普及促進 
○ターゲット毎に適切なメディアを通した分か
りやすいメッセージの発信  

[重症化しやすい人（高齢者など）]３密の徹底 
的な回避、安全な活動については推奨   
[中年]職場での感染予防徹底、宴会等における注意喚起 
[若者]クラブ活動等における感染予防徹底、宴 
会等における注意喚起  
[医療従事者・介護労働者]リスクの高い場所に行かない 
＜緊急事態宣言が解除となった地域への対応＞ 
「11 都府県」について 
・訪問時には、ホームページ等で情報を確認
し、各都道府県が発しているメッセージや情
報を事前に確認の上、「訪問先の都道府県の
要請に沿った行動」をお願いしたい。 

＜イベント開催の考え方＞ 
○開催制限の概要（～４月末まで） 
【収容率要件】 
①大声での歓声・声援等が想定されない 
→100％以内（席がない場合は適切な間隔） 
②大声での歓声・声援等が想定されるもの 
→50％以内（席がない場合は十分な間隔） 
【人数上限】 
①収容人数10,000人超→収容人数の50％ 
②収容人数10,000人以下→5,000 人 
※感染リスクを軽減するための各種措置が担保
されていること等が緩和の条件で、それ以外
の場合は、従来の目安を原則と 必要な感染
防止策が担保される場合は緩和することと
し、次の収容率と人数上限でどちらか小さい
方を限度とする。 
それ以外の場合は、従前の目安を原則とする。 

※令和 3 年 2 月 26 日付け内閣官房ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染
症対策推進室長事務連絡に準ずる。 

＜大規模ｲﾍﾞﾝﾄにおける感染防止策の事前相談＞ 
全国的な移動を伴うｲﾍﾞﾝﾄや参加者が千人を超え
るｲﾍﾞﾝﾄを開催予定の場合、県への事前相談を依頼 

＜事業者への依頼＞ 
・基本的な感染予防の徹底（３密回避 等） 
・ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの遵守を徹底。 
・「とくしまスマートライフ宣言」または 
「ガイドライン実践店ステッカー」の掲示 

・｢とくしまｺﾛﾅお知らせｼｽﾃﾑ｣の登録・掲示 
・感染リスクが高まる「5 つの場面」に注意 

＜共通事項＞ 
｢とくしまスマートライフ宣言！｣(｢新しい
生活様式｣｢感染拡大予防ガイドライン｣の
実践) 
 
｢徳島県新型コロナウイルス感染症の感染
拡大の防止に関する条例｣(令和２年 10 月
16 日施行) 
・事業者の感染防止策が義務化 
・ｸﾗｽﾀｰ等発生時の公表の流れを規定 
・不当な差別的取り扱いや誹謗（ひぼう）
中傷を禁止 
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                                          別 添 ３  

 

全国知事会緊急提言等 

 
 
 
●提言活動のうち知事会長によるもの 

 

 （2/27 第17回 「新型コロナウイルス緊急対策本部」会議） 

① 今後の新型コロナウイルス感染症対策についての緊急提言  

   

 （3/2 山本・三原 厚生労働副大臣 意見交換）   

① 今後の新型コロナウイルス感染症対策についての緊急提言（再掲）  

 

（3/2 西村 新型コロナ担当大臣 意見交換）   

① 今後の新型コロナウイルス感染症対策についての緊急提言（再掲） 
 

（3/12  河野 ワクチン接種推進担当大臣 意見交換）   

① 今後の新型コロナウイルス感染症対策についての緊急提言（再掲） 

 

（3/15 西村 新型コロナ担当大臣 意見交換）   

② 緊急事態宣言の再発令等に伴い影響を受けた飲食業等の支援に係る緊急提言 
③ 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた地域経済の活性化に向けた緊急提言 

 

（3/20 第18回 「新型コロナウイルス緊急対策本部」会議） 

④ みんなで新型コロナを抑えよう宣言 
⑤ 緊急事態宣言解除を受けた今後の対策に係る緊急提言  
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関西・年度末年度始め感染拡大防止徹底宣言

○会食は同居家族を除き、極力1グループ4人以内を単位とし、長時間の飲食は控え、
会話の際には扇子やマスク等により、飛沫を防止しよう

○会食など、感染リスクの高い施設の利用後は、一定期間人との接触に注意するなど、
家庭内においても「人にうつさない」行動をしよう

○歓送迎会、謝恩会、宴会を伴う花見などを極力控えよう

○ マスクの着用、手洗い、ソーシャルディスタンスの確保など、感染防止の基本を徹底しよう

○飲食店等にあっては、アクリル板の設置、換気など感染防止対策を強化するとともに、
要請がある地域では、営業時間短縮に協力しよう

○在宅勤務（テレワーク）やテレビ会議などを一層推進しよう

全国的に緊急事態宣言が解除されましたが、関西圏では感染者が増加傾向にあるうえに、

変異株の増加による感染拡大が懸念されます。

年度の切り替わるこの時期は、入学、就職、転勤等に伴う飲食機会が増加することから、特に

以下の点に注意の上、改めて関西全体で感染拡大防止対策の徹底に取り組みましょう。


